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Ⅰ.  問題
１.  背景 

認知行動療法とは人間の出来事に対する考え、感情、行動、身体反応という 4 つの側面が相互
に影響を与えていることに注目し非機能的な考えや行動の変容を介して心理学的な問題の解決を目
指す精神療法である。認知行動療法は効果が認められている一方で、普及における課題が存在する
(Gunter	&	Whittal,	2010)。日本の認知行動療法の普及については、2014年に認知療法・認知行動
療法のニーズと施行状況に関する行政機関と精神科医療機関を対象とした調査報告がなされた（堀越
ら ,	2015）。この調査では、行政機関の72.2%が「認知行動療法を希望する患者に紹介できる医療施
設が不足している」と答え、医療機関の 76.1% が「うつ病に対する認知療法・認知行動療法のニー
ズへの対応が十分でない」と感じ、理由として 55.3% が「認知行動療法を実施するための時間が取
れない」ことを挙げたことが報告されている。その他の理由には、実施に見合う力量を持ったスタッ
フがいないこと (48.8%)、診療報酬上の実施が医師に限定されていること (39.6%)も挙げられた。

２.  コンピューター認知行動療法

こうした課題の解決方策として、患者自身が主体となり治療を独自に進められるセルフヘルプ治
療がある。近年はコンピューター認知行動療法 (Computerize	Cognitive	behavior	Therapy;	CCBT
や	Internet-delivered/based	CBTとも呼ばれる。以下CCBTとする )が注目されている。CCBT
は、英国医療技術評価機構 (National	Institute	for	Health	and	Clinical	Excellence;	NICE)では、
患者の状態に応じた適切な治療を段階的に提供していくステップド・ケアの観点から、うつや不安に
対する利用が推奨されている (NICE,	2006;	NICE,	2013)。一方、日本国内のCCBTに関する実践
および研究報告は少ない。本研究は、本邦における SAD に対する CCBT の参考となるべく、海外
のSADのCCBTの構成内容や効果量、ドロップアウト率を概観することを目的とする。

３.  社交不安障害への適用

SAD を対象とする CCBT を取り扱う理由は、対象と手法の理論的な相性の良さにある。米国精
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神医学会 (American	Psychiatric	Association;	APA) の定義では、SAD の本質的特徴は「他者に
よって注視されるかもしれない社交状況に関する著明または強烈な恐怖または不安」である (APA,	
2013)。社交不安症状は、医療機関を利用することも妨げると考えられる。Erwin	et	al.,	 (2004) の
インターネット調査の結果では、434名中92%がSADのカットオフ値を上回り、SADの治療を受
けていたものは13%のみだった。SADに対するCCBTは、メタ分析によって大きな効果 (d=0.85)
が認められている (Arnberg	et	al.,	2014)。日本でもCCBTを通じてSADに対する治療および情報
提供の機会を広めることは、疾患の予防や早期介入に有効だろう。

Ⅱ.		方法
１.  検索方法

PsycINFO と PubMED で、検索時期を限定せずに以下の検索式で検索を行った。(((“social	
anxiety”	OR	“social	 anxiety	disorder”	OR	“social	phobia”)	AND	 (“computerized	cognitive	
behavior	therapy”	OR	“internet-delivered	cognitive	behavior	therapy”	OR	“internet-delivered	
cbt”	OR	 “computerized	 cognitive	 behavioral	 therapy”	OR	 “internet-delivered	 cognitive	
behavioral	 therapy”	OR	“computerized	cognitive	 therapy”	OR	“internet-delivered	cognitive	
therapy”	OR	 “internet-based	 cognitive	 behavior	 therapy”	OR	 “internet-based	 cognitive	
therapy”	OR	“internet-delivered	 treatment”	OR	“internet-based	 treatment”	OR	“internet-
delivered	intervention”	OR	“internet-based	intervention”)))。	

Ⅲ.  結果
１.  検索結果

　検索の結果、本研究が対象とする研究は合計20件だった。論文選定の流れを図1に示した。除外
した文献は事例研究、対照群のない臨床試験、非ランダム化比較試験、CCBT以外の介入、SAD以
外を対象とした研究、レビュー論文、疾患や介入方法に関する調査研究や書籍だった。

２.  プログラムの概要

　研究の協力者は主にスウェーデンとオーストラリア、スイスに在住しているものだった。これらの
プログラムの特徴を表1に示した。参加者情報や効果量(Cohenのd、ただしAndersson	et	al.,	(2012)
のみhedgeのg)とドロップアウト率を表2〜4にまとめた。	



社交不安障害に対するコンピューター認知行動療法の研究の動向

31

図１. 論文の選定過程

（実施期間）
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Ⅳ .  考察　
本研究は、利用者が治療者とのスケジュール調整などを行うことなく実施可能なセルフヘルプ治療と

して効果が実証されている CCBT について、疾患の特徴と治療方式の相性がよいと考えられる SAD
に対するCCBTの研究の動向を文献レビューによって調査した。

SAD に対する CCBT は、1) 中程度から高い効果量が認められる、2) 成人だけではなく高校生や大
学生を対象とした場合にも効果が認められる、3) 診断横断アプローチの導入が行われている、という
点が明らかになった。これらの点から CCBT は幅広い対象に有効であると考えられる。SAD に対す
るCCBTの構成要素では心理教育、認知再構成、暴露、再発予防が共通しており、重要な役割を果た
していると考えられる。

SAD に対する CCBT の内容と有効性を検討してきたが、今後の課題や展望について検討を行う。
CCBTは、梅垣ら (2012)が検討しているように希死念慮・自傷行為に適切な援助を提供することや治
療者の参与が不足する可能性に対する配慮が重要である。利用者が治療者とのコンタクトを求めた際に
応じることのできる形式が参考になるだろう (Berger	et	al.,	2011)。ドロップアウト率の改善という点
では、スマートフォン版 CCBT では 11% に低減されており、サービス提供の形式において参考にな
ると考えられる (Dagöö,et	al.,	2014)。

CCBT の実用性を検討するためには各国の医療・保険制度などの文化や環境の検討が重要だろう。
イギリスでは精神療法の更なる普及のためのImprove	Access	to	Psychological	Therapy(IAPT)プロ
グラムのなかでCCBTの利用が推奨されている。CCBTの持続的な提供について治療効果以外の包括
的な研究も重要だろう。また、国内における認知行動療法の実施に見合った力量を持ったスタッフが不
足している現状 ( 堀越ら ,	2015) を踏まえ、必要に応じて利用者が CCBT の次の段階の援助を受ける
ことできるように治療者の育成も必要だろう。

これらの知見をもとに日本でもCCBTが治療へのアクセスが妨げられている人々に貢献していくこ
とに期待したい。
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